
第１問 次の問い（Ａ・Ｂ）に答えよ。〔解答記号 ア ～ ヒ 〕（配点 ４０）

Ａ 損益計算と資本の増減に関する�ページから�ページの問い（問１～４）に答え

よ。ただし，金額の単位はすべて千円である。なお，（ ）は各自で考えること。

問 １ 次の文章の ア ～ エ に入る最も適当なものを，後の解答群のう

ちから一つずつ選べ。

個人企業の決算において，損益勘定の貸方には ア の各勘定の残高

を，借方には（ ）の各勘定の残高を振り替える。この結果，貸方残高になっ

た場合，その残高は当期に生じた イ を意味するので， ウ 勘定の

貸方に振り替える。

なお，事業主による追加出資があった場合も ウ 勘定の貸方に記入さ

れるが，これは エ に該当するので利益計算からは除外される。

ア ～ エ の解答群

� 負 債 � 費 用 � 収 益

� 引 出 金 � 資 本 金 	 繰越利益剰余金


 未実現利益 � 純 損 失 � 純 利 益

 資 本 取 引 � 損 益 取 引 � 出 金 取 引

簿 記・会 計
（全 問 必 答）

― ４ ― （２６０６―４）



問 ２ 個人企業である秋田商店（決算は年�回，決算日は１２月３１日）の連続する

各年度の貸借対照表と損益計算書をまとめた次の表について， オ ～

セ に当てはまる数字を，解答用紙の解答欄にマークせよ。なお，×�

年度および×�年度に資本の追加元入れ・引き出しはなかった。

期首貸借対照表 期末貸借対照表 損益計算書

資 産 負 債 資 本 資 産 負 債 資 本 収 益 費 用 当 期
純利益

当 期
純損失

×�年度 オ，カ００ １，５００ １，０００ ２，７５０（ ） １，２００ ６００ キ ク０ ２００ ―

×�年度（ ）ケ，コ サ０ １，２００ ２，４６０（ ）シ，ス セ０ １５０ １７０ ―（ ）

問 ３ 個人企業である岩手商店（決算は年�回，決算日は１２月３１日）の事業主

が，×�年�月�日に私用のため原価￥７０の商品を使用した際に，次の仕

訳を行っていたことが，×�年�月１０日に判明した。必要な訂正仕訳を，

後の解答群のうちから一つ選べ。ただし，商品売買取引は�分法で処理して

いる。なお，引出金勘定は用いていない。 ソ

�月�日：（借） 売 掛 金 ７０ （貸） 売 上 ７０

ソ の解答群

� （借） 売 上 ７０ （貸） 仕 入 ７０

� （借） 売 上 ７０ （貸） 売 掛 金 ７０

資 本 金 ７０ 買 掛 金 ７０

� （借） 資 本 金 ７０ （貸） 売 掛 金 ７０

	 （借） 売 上 ７０ （貸） 売 掛 金 ７０

資 本 金 ７０ 仕 入 ７０

簿記・会計

― ５ ― （２６０６―５）



問 ４ 宮城商事株式会社（決算は年�回，決算日は�月３１日）は，×�年�月２５

日の株主総会で，繰越利益剰余金を配当および処分することを決議し，次の

仕訳を行った。ただし，×�年�月２５日における資本金勘定の残高は

￥１０，０００，資本準備金勘定の残高は￥１，０００，利益準備金勘定の残高は

￥１，２５０であった。なお，利益準備金は，会社法に規定する額を積み立てて

いる。 タ ・ チ に当てはまる数字を，解答用紙の解答欄にマーク

せよ。

（借） 繰越利益剰余金 ２，タ チ ０ （貸） 未払配当金 １，５００

利益準備金 （ ）

別途積立金 ４００

簿記・会計

― ６ ― （２６０６―６）



Ｂ 次の文章は，個人企業である北海道商店の簿記研修会における新入社員Ａ氏と

講師Ｚ氏の会話である。これを読み，１０ページから１１ページの問い（問１～７）

に答えよ。ただし，商品売買取引は�分法で処理している。なお，金額の単位は

すべて千円である。また，（ ）は各自で考えること。

Ｚ：今回は，帳簿への記入について勉強しましょう。前回学んだ勘定への記入方

法では，�取引を分解し，その要素のむすびつきを借方と貸方の二面から捉

えることがポイントでした。

Ａ：前回のノートをみると， 資料� のように記入するんでしたよね。

資料� 資産・負債・資本・収益・費用の勘定への記入方法

資産の勘定 負債の勘定 資本の勘定

【�】増加 【�】減少 【�】（ ）【�】（ ） 【�】（ ）【�】（ ）

収益の勘定 費用の勘定

【	】（ ）【
】（ ） 【�】発生 【１０】消滅

Ｚ：取引をどのように勘定へ記入するか覚えていますか？

Ａ：たとえば， テ の取引であれば，仕訳にもとづいて【�】と【�】に記入

し， ト のような取引は，【�】と【�】に記入しました。少し特殊なケース

として， ナ のような【�】と【１０】に記入される取引もありました。

Ｚ：よく理解されていますね。それでは，まず，仕訳帳に取引を記入してみま

しょう。仕訳帳には，すべての取引を発生順に記入します。�月
日までの取

引を実際に記入してみましょう。

…できましたね。それでは， 資料� で仕訳帳への記入を確認していきま

しょう。

Ａ：すみません。�月�日の前期繰越高￥２，５００は，どの金額にもとづいていま

すか？

Ｚ：この金額は，前年度である×�年度の ニ にもとづいています。この記

入により，期末の仕訳帳の合計額と合計試算表の合計額が一致し，記帳の正し

さを確認できるので便利です。

Ａ：なるほど，わかりました。�月�日の借方に ヌ が記入されています

が，小書きがあるので送金小切手を受け取ったことまでわかって便利ですね。

簿記・会計

― ８ ― （２６０６―８）



資料� 仕訳帳への記入

仕 訳 帳 １８

×�年 摘 要 元
丁 借 方 貸 方

� � 前期繰越高 � ２，５００ ２，５００

� （ ヌ ） ３８０

（ 売 上 ） ３８０

新潟商店に売り渡し，送金小切手の受け取り

� 諸 口 （ 普 通 預 金 ） １５５

（ 水道光熱費 ） ７５

（ 通 信 費 ） ８０

普通預金口座から引き落とし

Ｚ：それでは次に，総勘定元帳へ記入してみましょう。総勘定元帳の勘定口座へ

の記入を転記といいましたね。仕訳の勘定科目と同じ勘定口座に記入します

が，�摘要欄と金額欄の記入には注意が必要です。たとえば，�月�日の取

引について転記すると，普通預金勘定と通信費勘定は， 資料� のようにな

ります。

資料� 総勘定元帳への記入（一部）

総 勘 定 元 帳

普 通 預 金 ２ 通 信 費 ２４

×�年 摘 要 仕
丁 借 方 ×�年 摘 要 仕

丁 貸 方 ×�年 摘 要 仕
丁 借 方 ×�年 摘 要 仕

丁 貸 方

� � 前期繰越� ２００ � � 【ａ】 １８ 【ｂ】 � �（ ）１８ 【ｃ】

Ａ：なるほど。それにしても，総勘定元帳には勘定口座がたくさんありすぎて，

混乱してしまいます。

Ｚ：そうですね。そこで，水道光熱費や通信費などを個別の勘定で処理する方法

のほかに，これらの費用を一括して販売費及び一般管理費勘定で処理し，その

明細を販売費及び一般管理費元帳という	補助簿に記入する方法もありま

す。この場合の販売費及び一般管理費勘定は， ハ 勘定と呼ばれます。

Ａ：その方法だと，多くの勘定口座に分散しないので，管理しやすそうですね。

帳簿への記入は大変ですが，これが財務諸表の作成に役立つんですね。

簿記・会計

― ９ ― （２６０６―９）



Ｚ：そのとおりです。企業会計原則の ヒ の原則でも，客観的な証拠をもと

に，すべての取引を所定のルールに従って帳簿に記入することが，財務諸表を

作成するための重要な要件とされています。

問 １ 会話文における下線部�に関連して，簿記上の取引に含まれるものを，次
の解答群のうちから一つ選べ。 ツ

ツ の解答群

� 従業員を月給￥１５０で雇い入れることにした。

� 銀行と￥２００を借越限度額とする当座借越契約をむすんだ。

� 火災によって，帳簿価額￥８００の建物が焼失した。

� �週間後を納期として，商品￥７０を注文した。

問 ２ 会話文における テ ～ ナ に当てはまる取引を，次の解答群のう

ちから一つずつ選べ。

テ ～ ナ の解答群

� 今月分の新聞の購読料￥�を現金で支払った。
� 掛けで売り上げた商品のうち￥３０が，品違いのため返品された。

� 借入金￥７０を現金で返済した。

� 掛けで仕入れた商品について，汚損のため￥１５の値引きを受け

た。

	 買掛金￥３０を支払うため，仕入先を名あて人とする約束手形を振

り出した。


 事務用のパソコン￥３５０を購入し，代金は小切手を振り出して支

払った。

問 ３ 会話文における ニ に入る最も適当なものを，次の解答群のうちから

一つ選べ。

ニ の解答群

� 繰越試算表の合計額 � 期首貸借対照表の資産合計額

� 損益計算書の収益合計額 � 期末貸借対照表の負債合計額

簿記・会計

― １０ ― （２６０６―１０）



問 ４ 会話文における ヌ に入る最も適当なものを，次の解答群のうちから

一つ選べ。

ヌ の解答群

� 約 束 手 形 � 小 切 手 � 当 座 預 金 � 現 金

問 ５ 会話文における下線部�に関連して， 資料� の総勘定元帳における摘

要欄と金額欄【ａ】～【ｃ】に入る語句と金額の組合せとして最も適当なもの

を，次の解答群のうちから一つ選べ。 ネ

ネ の解答群

� 【ａ】 通 信 費 【ｂ】 １５５ 【ｃ】 ８０

� 【ａ】 諸 口 【ｂ】 ８０ 【ｃ】 １５５

� 【ａ】 通 信 費 【ｂ】 ８０ 【ｃ】 １５５

� 【ａ】 諸 口 【ｂ】 １５５ 【ｃ】 ８０

問 ６ 会話文における下線部�に関連して，補助簿に含まれるものを，次の解答
群のうちから一つ選べ。 ノ

ノ の解答群

� 仕訳集計表 � 振 替 伝 票 � 貸借対照表 � 固定資産台帳

問 ７ 会話文における ハ ・ ヒ に入る最も適当なものを，次の解答群

のうちから一つずつ選べ。

ハ の解答群

� 人 名 � 対 照 � 統 制 � 評 価

ヒ の解答群

� 継 続 性 � 正規の簿記 � 明 瞭 性 � 保 守 主 義

簿記・会計

― １１ ― （２６０６―１１）



第２問 個人企業である愛知商店（決算は年�回，決算日は１２月３１日）は複合仕訳

帳制度を採用しており，普通仕訳帳のほかに当座預金出納帳，売上帳，仕入帳を特

殊仕訳帳として用いている。特殊仕訳帳から総勘定元帳への合計転記は，普通仕訳

帳をとおさず，毎月末に行っている。ただし，補助簿として売掛金元帳，買掛金元

帳，支払手形記入帳を用いている。なお，愛知商店には支店が一つあり，支店の会

計は本店の会計から独立している。また，未達事項の整理は，仕訳帳や総勘定元帳

では行わず，損益計算書と貸借対照表でのみ行っている。

愛知商店の本店に関する次の 資料� ～ 資料� にもとづいて，１６ページの

問い（問１～４）に答えよ。ただし，金額の単位はすべて千円である。なお，（ ）は

各自で考えること。〔解答記号 ア ～ ヌ 〕（配点 ３０）

資料� ×�年�月�日から１７日までのすべての取引

�日：再振替を行った。

�日：×�年１２月３０日に支店から送られていた現金￥２７０を受け取った。な

お，これ以外に×�年中の本支店間の未達取引はない。

�日：三重商店に商品￥４５０を売り渡し，代金はかねて本店が振り出した小切手

で受け取った。

�日：三重商店に対する本店の売掛金￥５８０を，支店が現金で回収したむねの通

知を受けた。

�日：さきに三重商店から受け取った約束手形￥３２０を取引銀行で割り引き，割

引料を差し引かれた手取金￥３１０は当座預金とした。なお，この取引は当座

預金出納帳のみで処理し，保証債務について考慮する必要はない。

１３日：長野商店から商品￥４１０を仕入れ，代金は掛けとした。なお，本店負担の

引取運賃￥２０は小切手を振り出して支払った。

１４日：岐阜商店から商品￥７２０を仕入れ，代金はかねて支払っていた内金￥４００

を差し引き，残額は掛けとした。

１５日：滋賀商店に対する支店の売上代金￥２５０が，当座預金に振り込まれた。

１７日：長野商店から商品￥５９０を仕入れ，代金のうち￥（ ）は長野商店あての約

束手形を振り出し，残額は掛けとした。

簿記・会計

― １２ ― （２６０６―１２）



資料� ×�年�月中の取引を記帳した普通仕訳帳（すべて）

普 通 仕 訳 帳

×�年 摘 要 元
丁 借 方 貸 方

� � （ 保 険 料 ） ２７ １２０

（ ア ） １２ １２０

再振替

� （ 現 金 ） � ２７０

（ 支 店 ） １３ ２７０

支店から現金の受け取り

� （ イ ） （ ） ５８０

（ ）（ ） ５８０

支店による本店売掛金の回収

２４ （ 買 掛 金 ） （ ） ウ エ０

（ 支 払 手 形 ） １４ ウ エ０

買掛金支払いのため為替手形の引き受け

����（注） によって，開始記入は省略してある。

簿記・会計

― １３ ― （２６０６―１３）



資料� ×�年�月中の特殊仕訳帳（一部）

当 座 預 金 出 納 帳

×�年 勘定科目 摘 要 元
丁 売掛金 諸 口 ×�年 勘定科目 摘 要 元

丁 買掛金 諸 口

� �（ ）三重商店 オ （ ）� �（ ）約手割引 ３０ （ ）

� 受取手形 約手割引 � カ キ０ １３ ク （ ） � （ ）

１５（ ）（ ）（ ） ２５０ ２０ 給 料 本 月 分 ２２ ９００

２９ 売 掛 金 三重商店 売�（ ） ２４ 買 掛 金（ ）（ ）（ ）

（ ） １，０２０ （ ） ９３０

３１ 売 掛 金 � ケ コ０ ３１ 買 掛 金 １５ （ ）

〃 預入合計 � （ ） 〃 引出合計 � （ ）

前月繰越 � （ ） 次月繰越 � ２，７００

３，８７０ ３，８７０

（注） 太字は赤字記入を意味する。

仕 入 帳

×�年 勘定科目 摘 要 元
丁 買掛金 諸 口

� １３ 買 掛 金 長野商店 掛 け 買� ４１０

（ ） （ ） � ２０

１４ サ 岐阜商店 （ ） � ４００

買 掛 金 掛 け 買� ３２０

１７ （ ） 長野商店 （ ） １４ （ ）

買 掛 金 掛 け 買� シ ス０

１９ 買 掛 金 長野商店 掛け値引 買� ２０

１，１４０ １，０８０

３１ （ ） １５ （ ）

〃 総仕入高 （ ） （ ）

〃 （ ） セ （ ）

純仕入高 ２，１７０

����（注） 摘要欄への記入は一部省略してある。また， によって，取引の記入は一部省

略してある。なお，太字は赤字記入を意味する。

簿記・会計

― １４ ― （２６０６―１４）



資料� ×�年�月中の総勘定元帳（一部）

当座 預 金 ２ 支 店 １３

�/� 前期繰越 ２，４２０ �/３１（ ） １，１７０ �/� 前期繰越 ６９０ �/� 現 金 ２７０

３１（ ） （ ） （ ）（ ） （ ） １５ ソ ２５０

買 掛 金 １５

�/２４（ ） （ ）�/� 前期繰越 ４２０

３１（ ） ２４０ ３１ タ （ ）

〃 仕 入 帳 ５０

売 上 １８ 仕 入 ２１

�/３１ 売 上 帳 ３３０ �/３１ 売 上 帳 ２，９９０ �/３１ 仕 入 帳 チ ，ツ テ０ �/３１ 仕 入 帳 （ ）

総 勘 定 元 帳

資料� ×�年�月中の買掛金元帳（すべて）

岐阜 商 店 １

�/２３ 掛け値引 ３０ �/� 前月繰越 ト ナ０

２４（ ） ２２０ １４ 仕 入 れ ３２０

２１ 仕 入 れ ２４０

（注） 次月繰越は省略してある。

長 野 商 店 ２

�/１９（ ） ２０ �/� 前月繰越 ２７０

２４（ ） ２４０ １３ 仕 入 れ ４１０

１７ 仕 入 れ （ ）

買 掛 金 元 帳

資料� ×�年�月中の支払手形記入帳（すべて）

支 払 手 形 記 入 帳

×�年 摘 要 金 額 手形
種類

手形
番号 受取人 振出人 振出日 満期日 支払

場所
てん末

日 付 摘 要

� １７ 仕 入 れ ４２０ 約手
（
省
略
）

長野商店 当 店 � １７ � １７
（
省
略
）

２４ 買掛金支払い（ ）為手 長野商店 岐阜商店 � ２４ � ２４
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問 １ 資料� の ア ・ イ ， 資料� の ク ， サ に当ては

まる勘定科目を，次の解答群のうちから一つずつ選べ。

ア ・ イ ， ク ， サ の解答群

� 現 金 � 売 掛 金 � 立 替 金 � 前 払 金

� 仮 払 金 	 前払保険料 
 支 店 � 未 払 金

� 未払保険料  前 受 金 � 仕 入 � 発 送 費

問 ２ 資料� の ウ ・ エ ， 資料� の カ ・ キ ，

ケ ・ コ ， シ ・ ス ， 資料� の チ ～ テ ，

資料� の ト ・ ナ に当てはまる数字を，解答用紙の解答欄に

マークせよ。

問 ３ 資料� の オ ， セ ， 資料� の ソ ・ タ に入る最

も適当なものを，次の解答群のうちから一つずつ選べ。

オ ， セ の解答群

� � � １５ � ２１/買�

� １８/売� � １８ 	 １５/２１

ソ ・ タ の解答群

� 仕 入 帳 � 普通仕訳帳 � 買掛金元帳

� 売 上 帳 � 売掛金元帳 	 当座預金出納帳

問 ４ 支店における本店勘定の×�年の前期繰越高は，￥ ニ ヌ ０である。

ニ ・ ヌ に当てはまる数字を，解答用紙の解答欄にマークせよ。
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― １６ ― （２６０６―１６）



第３問 商品売買業を営む埼玉商事株式会社（決算は年�回，決算日は�月３１日）

に関する次の 資料� ～ 資料� にもとづいて，２１ページの問い（問１～３）に

答えよ。ただし，金額の単位は，別途指示している箇所を除き，すべて万円であ

る。なお，（ ）は各自で考えること。〔解答記号 ア ～ フ 〕（配点 ３０）

資料� ×�年�月１５日における残高試算表

残 高 試 算 表

×�年�月１５日

借 方 元
丁 勘 定 科 目 貸 方

３７７ （

省

略

）

現 金
５ 現 金 過 不 足

４８０ 当 座 預 金
１，２００ 売 掛 金

貸 倒 引 当 金 ３３
４５０ 有 価 証 券
５００ 繰 越 商 品
９０ 仮 払 法 人 税 等
６００ 備 品

備品減価償却累計額 ２１６
買 掛 金 ３２０
借 入 金 ２４０
前 受 金 ７０
社 債 ３８４
資 本 金 １，６００
資 本 準 備 金 １００
利 益 準 備 金 １６５
繰 越 利 益 剰 余 金 ２２０
売 上 ２，７６５
有 価 証 券 売 却 益 ６６

１，５００ 仕 入
４５５ 給 料
２０ 通 信 費
４８０ 支 払 家 賃
１０ 消 耗 品 費
６ 支 払 利 息
６ 社 債 利 息

６，１７９ ６，１７９
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資料� ×�年�月１６日から３１日までのすべての取引

１６日：売買目的で保有している千葉商事株式会社の株式１０株（�株の帳簿価額

￥４５）を�株につき￥４７で売却し，代金は当座預金に振り込まれた。

１７日：現金過不足の調査の結果，通信費￥�の記入もれが判明した。

２０日：予約販売契約をむすんでいた茨城物産株式会社に，予約のあった商品

￥７０を売り渡し，代金はその全額を予約金から充当した。

３０日：売買目的で，東京商事株式会社発行の株式１０株を，�株につき￥２０で買

い入れ，代金は買入手数料￥�とともに，�月�日に支払うことにした。

３１日：社債（額面総額￥４００，利率年�％，利払日は�月末日と�月末日）につい

て，利息￥（ ）を，小切手を振り出して支払った。

資料� ×�年�月３１日における決算整理事項等

 現金過不足勘定の残高は，原因が判明しないので，適切に処理をする。

 期末商品棚卸高は，￥６００である。

 売掛金の期末残高に対して，�％の貸し倒れを見積もる。なお，貸倒引当

金の設定は，差額を計上する方法（差額補充法）による。

 備品は，すべて×�年�月�日に取得したものである。定額法（残存価額は

取得原価の１０％，耐用年数は�年）で減価償却を行う。

 有価証券は，すべて売買目的で保有する株式であり，決算日の時価は￥（ ）

である。

 消耗品の未使用分は，￥（ ）である。

 借入金は，すべて×�年�月�日に利率年�％（借入期間�年，利払日は	

月末日と１２月末日）で借り入れたものである。なお，利息の計算は月割りとす

る。

 家賃は，毎年
月�日に�年分を前払いしている。なお，当期に家賃の見直

しは行われていない。

 社債は，すべて×�年�月�日に，額面総額￥４００，額面￥１００（単位：円）

につき￥９５（単位：円），償還期限�年の条件で発行したものである。なお，

額面金額と払込金額との差額は，償還期限までの各会計期間にわたり，均等額

を社債利息として配分している（償却原価法）。

 当期の法人税，住民税および事業税の合計額￥（ ）を計上する。なお，中間

申告で法人税等￥９０を納付している。
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資料� ×�年�月３１日における損益計算書と貸借対照表

損 益 計 算 書

埼玉商事株式会社 ×�年�月�日から×�年�月３１日まで
費 用 金 額 収 益 金 額

売 上 原 価 ア ，イ ００ 売 上 高 ２，ク ケ コ

給 料 ４５５ 有価証券売却益 サ シ

貸倒引当金繰入 ３ 有価証券評価益 ３０

通 信 費 ２４

減 価 償 却 費 （ ）

支 払 家 賃 （ ）

消 耗 品 費 ６

支 払 利 息 （ ）

社 債 利 息 ウ エ

雑 損 オ

法 人 税 等 カ キ ０

当 期 純 利 益 ４１９

（ ） （ ）

貸 借 対 照 表

埼玉商事株式会社 ×�年�月３１日
資 産 金 額 負債および純資産 金 額

現 金 ３７７ 買 掛 金 ３２０

当 座 預 金 ９４４ 借 入 金 ２４０

売 掛 金 １，２００ ヌ （ ）

貸 倒 引 当 金 セ ソ （ ） 未 払 利 息 ネ

有 価 証 券 タ チ ツ 未払法人税等 ６０

商 品 ６００ 社 債 （ ）

消 耗 品 テ 資 本 金 １，６００

ス （ ） 資 本 準 備 金 １００

備 品 ６００ 利 益 準 備 金 １６５

減価償却累計額（ ） ト ナ ニ 繰越利益剰余金 ノ ハ ヒ

３，７１７ ３，７１７
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問 １ 資料� の ア ～ シ ， セ ～ ニ ， ネ ～

ヒ に当てはまる数字を，解答用紙の解答欄にマークせよ。

問 ２ 資料� の ス ， ヌ に当てはまる勘定科目を，次の解答群のう

ちから一つずつ選べ。

ス ， ヌ の解答群

� 仮 払 金 � 前 払 金 � 前 払 家 賃

� 前 受 金 � 前 受 家 賃 � 未 払 金

問 ３ ×	年�月
日に，事業規模拡大のために，新たに株式４０株を
株につき

￥�で発行し，全額の引き受け・払い込みを受け，払込金は当座預金とした。

ただし，払込金額のうち会社法に規定する最高限度額を資本金に計上しないこ

ととした。なお，この株式の発行に要した諸費用￥１０を小切手を振り出して

支払っている。この取引の仕訳として正しいものを，次の解答群のうちから一

つ選べ。 フ

フ の解答群

� （借） 当 座 預 金 ３２０ （貸） 資 本 金 ３２０

（借） 株式交付費 １０ （貸） 当 座 預 金 １０

� （借） 当 座 預 金 ３１０ （貸） 資 本 金 ３１０

� （借） 当 座 預 金 ３１０ （貸） 資 本 金 １５５

資本準備金 １５５

� （借） 当 座 預 金 ３２０ （貸） 資 本 金 １６０

資本準備金 １６０

（借） 株式交付費 １０ （貸） 当 座 預 金 １０
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